
 田村市立都路中学校 

学校だより 第１６号 

平成２９年１２月１９日（火） 

発行責任者：校長 田中 淳一 

TEL：0247-75-2009 

めざす生徒像：・夢や志をもつ生徒 ・自ら学び考える生徒 ・心身ともに健康な生徒 

めざす学校像：・夢や志を育む学校 ・学び合い、高め合う学校 ・信頼され、愛される学校 

   
充実した 17 日間の冬休みに 

23 日（土）から冬季休業に入ります。年末年始の充実した長期休業に

するために、まずは交通事故、火の事故、SNS に関する事故などがない

よう、家庭でもご指導願います。13 日（水）は、全校生が一斉に、冬休

みの計画表を作成しました。今回は、計画表の内容を改善し、学習前に

自分でめあてを設定し、学習後に「何を学んだのか」を振り返ることができるようにしました。生

徒たちは、学習計画を立てるのに苦労しながらも、そのことが学習の質の向上につながることを理

解し、計画表の作成に一生懸命に取り組みました。なお、冬休みの課題は、先生方全員で検討し、

出題しています。本気で取り組めば、必ず力になります。生徒には一覧表にして配付していますの

で、ご確認ください。3 年生については、冬季休業中に計 5 日間の学習会も実施します。この機会

を有効に活用し、学力向上を図ってほしいと思います。 

 

スペリングコンテスト（英語）を実施しました 

11 日（月）に、スペリングコンテストを実施しました。昨年度までは

夏休み明けに実施していましたが、できるだけ広範囲の内容から出題す

るため、今年度は時期を遅らせて実施しました。また、覚えてほしい単

語及び連語を品詞や類似性で分類し、関連づけて覚えられるプリントを

事前に配付した上で、コンテストを行いました。コンテストまでの約 3

週間、授業では毎時開始 5 分間で 10～20 問程度の小テストを実施してきました。小テストでは回

を重ねるごとに真剣さが増し、それに伴って各自の点数もアップしていきました。朝の時間や昼休

みにも、コンテストに向けた学習を全校で行ってきました。本番のコン

テストでは、3 年間で初めて満点を取った生徒も出ました。小さな積み

重ねですが、個々の意識の高まりは、学校全体を大きく動かす原動力と

なります。そのような意識の向上が、スペリングコンテストのみにとど

まらないことを期待しています。 

 

＜１月の主な行事予定＞ 
9 日（火）全校集会 

10 日（水）進路対策テスト（3 年） 

冬学成果テスト（1・2 年） 

11 日（木）立志式（2 年）       

  19 日（金）英語検定 

        PTA 懇親会 

20 日（土）いわき志塾 

  23 日（火）ＮＲＴテスト（1・2 年） 

25 日（木）定期テストⅣ（3 年～26 日） 

26 日（金）PTA 専門委員会 

29 日（月）全校朝会 

中学校入学予定者説明会    



ものづくり体験教室～ようこそ先輩～ 

15 日（金）は、厚生労働省と福島県職業能力開発協会のご支援により、「ものづくり体験教室」

を開催しました。講師には、広告美術分野ものづくりマイスターの古川求様、同じく吉田知恵子様

（本校卒業生）をお迎えしました。この体験教室の目的は、広告美術の製作やものづくりマイスタ

ーの優れた技能に触れることを通じて、ものづくりへの興味・関心を高めることにあります。もの

づくりマイスターとは、製造業及び建設業の分野で優れた技能と豊かな経験を有し、厚生労働省か

ら認定された方々です。当日、古川先生には看板ペイントの仕上げの実演をしていただきました。

また、吉田先生にはサインプレートの製作方法を教えていただきました。生徒たちは、思い思いの

デザインを描いたステンドガラス風サインプレートの製作に、夢中になって取り組んでいました。

また、吉田先生の同級生である保護者の皆さんにも、体験教室に参加していただきました。生徒た

ちは、お二人の先生の優れた技能に触れることはもとより、豊かな経験に裏付けられた“プロの見

方や考え方”を感じ取ることができたようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年も都路にヤングアメリカンズを！ 

10 月 19 日（水）に本校で開催したヤングアメリカンズ 

（ＹＡ）へ感謝の気持ちを伝えたい、そして、来年もＹＡに 

都路に来てほしいという思いを形にして伝えようという目 

的で、新生徒会役員が中心となって、全校生の協力を得ながらビデオメッセージを制作しました。

新しい生徒会役員が活動をスタートしてから 2 か月が経ちましたが、初めての大きな仕事がこのビ

デオメッセージの制作でした。人は、「背伸び」を繰り返すことで成長します。新生徒会役員にもＹ

Ａのように、都中生に勇気や希望を与えるような活動をこれからもしてほしいと期待しています。 

 

 

 


